
1998年出土の木簡

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（未
報
生ｅ
。

①
の
付
札
の
肝
容
は
、
長
門
国
少
目
の
事
力
品
酢
紀
六
斗
を
返
送
す
る
と

い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
長
門
国
の
等
級
は
当
時
上
国

（甲
）
と
推
定
で
き

る

（平
野
博
之

「長
門
国
の
等
級
に
つ
い
て
」
『九
州
史
学
』
七
四
）
の
で
、
少
目
に

公
癖
田

一
町
二
段
、
そ
の
耕
作
に
あ
た
る
事
力
が
四
人
支
給
さ
れ
る
規
定
で
あ

っ
た
。
こ
の
木
簡
に
よ
る
と
、
事
力
の

一
部
が
銅
の
生
産
施
設
で
使
役
さ
れ
た

実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
施
設
内
の
労
働
力
の
編
成
が
、
一屋
匠
丁

・
一屋
丁
や
仕

丁
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ら
に
広
範
に
復
原
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

的
の
天
平
二
年
は
、
長
登
出
上
の
紀
年
木
簡
の
時
代
幅
、
和
銅
四
年
十
天
平

五
年
間
の
中
で
、
新
し
い
時
期
に
相
当
す
る
。

な
お
木
簡
の
整
理
に
は
、
国
学
院
大
学
大
学
院
石
崎
高
臣

・
京
都
大
学
大
学

院
竹
内
亮
両
君
の
協
力
を
得
た
。
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充
）

『木
簡
研
究
』
在
庫
状
況
の
お
知
ら
せ
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。
代
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送
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は
郵
便
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で
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お
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。

※
大
学

・
博
物
館
な
ど
公
的
機
関
の
場
合
は
代
金
後
納
で
す
。
銀
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振

込
か
右
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郵
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振
替
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願
い
し
ま
す
。
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